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·͕͖͑＝世界最高エネルギーの陽子衝突型加速器であ
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ことによりSn，Tiの必要拡散距離を変化させた。ここ
で，Sn，Tiの必要拡散距離とは，隣接するNbモジュー
ルとSnモジュールの中心間距離と定義する。
　また，2A，2Bは 1Cに対してSnの必要拡散距離を短
縮し，さらにSn中に添加するTiの量を変更することに
より，Tiの割合を変化させてJCの特性改善を試みた。
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る生成Nb3Sn量の減少と，Ti不足による生成Nb3Snの粗
大化が，JC低下の要因になるためと考えている。これら
の結果から，さらにSnの必要拡散距離の低減とTi添加
量の最適化を行ったサンプル 2A，2Bについて，JC -B特
性をサンプル 1
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およびSn漏れが確認された（右図中の破線丸内）。Nb
バリアが破れた箇所から熱処理中にSnが最外周の安定
化銅へ拡散し，Nbと反応するSn量が低下したことによ
りぷ
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Gの釰問セ゚防〕の憎
薗 ら れ 銅 。
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